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 新人総合大会  

 ３連休明けの２４日から郡山市新人総合大会が各競技会場で行われ
ます。中体連が終わってから各部ともに新たな目標を掲げ一心に活動
してきました。１年生のなかにも選手として出場する生徒がおります。
富田中学校の代表として、また願ってもない自己実現の場として思う
存分競い合ってきてほしいと思います。 
 また、大会に出場するのはレギュラーメンバーや選手ばかりではあ
りません。忚援として大会に参加する生徒には、試合に臨む選手達以
上に「郡山のビバリーヒルズ」富田中学校の○○部の一員だという自
覚を持って大会に参加して欲しいと思います。新人戦の後、野外活動

や郷土を学ぶ体験学習など対外行事がつづきます。 SPORT（スポーツ）の語源は「ルー
ルを守る」、「フェアを心がける」です。自律的な行動を期待しています。 
 

  生徒会役員選挙  
 １８日（水）に生徒会役員選挙が行われました。毎月の全校集会の運営や富田中学校
をよりよくするための話し合い活動、エコロジーの推進など、常に課題を明確にし中心
となって活動しています。 
 １年生からは生徒会書記と生徒会会計に２名が立候補し、無投票で当選しました。当
選した２人には１年生の推進役としてまた学校のリーダーとして活躍してほしいと思い
ます。正式には現役員退任後、１１月から新役員として活動することになりますが、１
０月に行われる文化祭の準備や当日の運営に現役員とともに関わります。充実した活動
になる 
ことを期待しています 
 

   

 驚き・発見・感謝の心～生徒発表から   

 「夏野菜づくりで学んだこと」  
   ※地区の敬老会で発表したものです。 
 

 夏の風物詩といえば花火やすいかなどを思い浮かべる人が多いことでしょう。しかし僕にとっての夏の風物詩

は祖父母の作ってくれた夏野菜です。 
 僕の家は農家で夏には大きなキュウリやトマトなどがとれます。キュウリ、トマト、カボチャ。どれをとっても

とても味が濃くてカボチャが絶品です。僕は祖母の作るカボチャの天ぷらが大好きです。今年の夏、僕はある体験

をしました。みなさんには普通に思えることかもしれませんが僕にとってはよい体験でした。それは、キュウリの

丸かじりです。あのときのキュウリはいつもよりもみずみずしく感じました。キュウリをかじりながらいつか祖母

の言っていたことを思い出しました。それは、「おいしいって言ってくれればそれだけでうれしい」という言葉で

す。あのときのキュウリがみずみずしくておいしかったのは、祖父母の家族を思う気持ちが結晶となって僕たちに

届いたからなのでしょう。祖父母の気持ちこそ、夏野菜のおいしさや僕たちの健康を支えているのだと思います。 
 また、毎年収穫する稲にも祖父母の家族を気持ちが込められています。僕は今年田植えの手伝いをしました。と

ても暑く、日差しの強い日でした。そんななかでの作業に僕はすぐばててしまい、腰を下ろして休んでしまいまし

た。ですが、祖父母はそんな日差しのなかでも手を休めることなく、いっしょうけんめいにがんばっていました。

田植えが終わった頃、祖母が「これだけがんばったし、うまくできたから今年の米もおいしいぞ」と僕に言いまし

た。その時僕は、はっとさせられました。我が家の家の米がおいしい理由が分かった気がしたからです。日頃から

家の米はおいしいなあと思って食べていましたが、それは、祖父母が家族のことを考えながら丹精込めて育ててい

るからだったのです。僕たちが「おいしい、おいしい」という顔を思い浮かべながらがんばってくれているのだな

とうれしく思いました。 
 以前は、祖父母ががんばっている姿を見ても自分から手伝おうと思うことは決して多くはありませんでした。し

かし、これらの経験を通して、祖父母に対する気持ちが変わりました。いつでもやさしく接し、いつも家族のこと

を第一に考えてくれる祖父母を尊敬するとともに、感謝の気持ちでいっぱいになりました。  
 夏野菜は僕に祖父母の愛情を教えてくれ、それに対する感謝の心を芽生えさせてくれました。  
 もうすぐ稲刈りの季節がやってきます。今年は「手伝うよ」と自分から声をかけてみようと思っています。祖父

母と一緒に稲刈りをする日を心待ちにしています。 
 
 

  
 



 

 
 

 リーダーの目  
 

１組副委員長  
 席替えをして少し雰囲気が変わった気
がします。今週の１組の良かったところ
は忘れ物がなかったところです。授業の
準備物を忘れた人が一人もいなくて良か
ったです。これからも続けて欲しいです
。 
 悪かったところは１分前着席ができて
いないところです。授業が始まってから
教室に戻ってくる人がいたので次からは
そうならないようにして欲しいです。あ
と、授業態度が悪いところです。授業中
に先生の話を聞かずに話をしていたので
改善して欲しいと思います。 
 さて、だんだんと定期テストの日が近
づいて来ました。勉強をがんばって自分
が満足できるような点を取ってもらいた
いです。 

２組副委員長  
 ９月１８日に生徒会立会演説会がありま
す。私は責任者になりました。 
 もうそろそろ１０月ですが１の２は前に
比べてけっこう落ち着いてきています。廊下
を走る人やベランダに出る人もいなくなっ
てきました。しかし、１分前着席ができなく
なったところがあるので、クラスでがんばろ
うと思います。 
 また、榎祭も近くなってきたの  
でそれに向けて係活動をがんばろ  
うと思います。 
 
 
 
 

３組副委員長                            
 今週あたりはみんな忙しいと思います。文化祭、新人戦、定期テストと、人それぞ
れ自分の目標に向かってがんばっていることでしょう。 
 勉強と部活の両立がだんだん難しくなっているかもしれませんがテスト勉強はしっ
かりとやった方がいいと思います。 
 最近宿題忘れが目立ちます。忘れる理由は大きく分けて２つ。ひとつは『やったの
に忘れてしまった』パターン。それはやってこないのと同じだと私は考えます。もう
ひとつは、『やっても来なかった』パターン。自分がやってこないだけで様々な人に
迷惑がかかるので、きちんと確認した方がいいと思います。 
 逆に『これはいいな』と思ったのは朝の過ごし方が前より良くなったことです。確
かに早く登校したあとに廊下でふざけている人はいますが、以前のように通路のど真
ん中でプロレスごっこなどをしている人はもういません。これからも継続していきた
いと思います。 

  

 教師の目  
 夏休みが終わり、１ヶ月になります。日差しが強いのでさすがに午後は暑さを感じま
すが、勉強や運動をするには最適な季節になりました。運動はともかくなかなか勉強に
向き合えないときにどうするか。これはやはり何か「強制」的にやる環境を作る必要が
あります。「リーダーの目」にもあるように宿題などは机に向かわざるを得ないきっか
けとなります。 
それを機に、家庭生活の中で「この時間は机に向かう時間だ」というような習慣ができ
れば、宿題をきっかけとして家庭学習の時間が確保されるということにもつながると考
えます。知的興味や関心が喚起され進んでできればいうことはないのですが、そのレベ
ルまで到達するには時間がかかりますし、親としてそこまで「待つ」のはなかなかでき
ないことでもあります。「勉強」：勉める、強いると書きますが、せめて締め切りがは
っきりとしている「宿題」ぐらいしっかりと果たせる生徒になってほしいと考えており
ます。１０日後には定期テストがあります。これもまた「勉強」の機会となります。 

  
 

 来週の予定  
 
９／２４（火） 
 

新人戦  ：各部の計画をご覧ください  
特別時間割：別紙をご覧ください ～２５日 

  ２６（木） B案 中学校第二給食センター来校１組、２組 
    ２８（土） テスト前部活停止～１０月１日（火） 

 ※完全下校時間が１０月２日（水）から６時になります。 


